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1･　近年高度成長経済に伴な う生活環境，食生活の変

化 により，乳幼 児期 のウ歯発生は， ます ます早傾してい

る現況から，乳歯 の重要性に かんが み，幼 児教育 との関

連におい て，その予防 と治療は必要 かく べからざ るもの

と考えられる。今回，私共は，幼児の ウ歯 の実態を知る

べく，アンケ ートによる調査を実施した。

2,3.　 都下の４幼稚園及 び 神 津 島の某保育園の幼児

(3～5 才)853  名に対 し て アンケート による調査 を行っ

た。 回収率は70.7% であり，この603  名 に つ いての

調査結果をま とめた。

ウ歯の発生状態は各年令層とも， そのほとんどに認め

られ，3 才時に治療を受けているものが多い。 都下の幼

稚 園と島 の保育 園との地域差 に有 意性 は認 められず，ま

たウ歯と甘 味料及び歯 みがき との関連性は，特 に認 めら

れなかった。


